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　　～ 今月のおすすめ本 ～
 

・「限りなく少なく」豊かに生きる
　　　　　　ドミニック・ローホー 著
　物余りの時代必要最小限の物でシン
　プルな生活を営むことを提唱してい
　る著者の生き方が短い文章で紹介さ
　れています。
　この本を読んで何がいらないのか、何が大切なのか
　を見直してみませんか？ 

・ランドセル俳人の五・七・五
　　　　　　　　　　　  小林　凛 著
　小さな体で生まれ、そのことで壮絶
　ないじめに合い不登校になった少年
　を支えたのは俳句でした。
　小学生の時「朝日俳壇」に作品が掲載され、その豊
　かな感性に多くの著名人からも推薦・絶賛された一
　冊です。
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―和紙の里は宿泊が
　　　できます！―

＊宿泊料金のご案内＊
　大人：６，０００円

　小人：４，５００円

　　　（１泊２食付き）

　上記の料金で宿泊予約を承っております。

　ぜひこの機会に、受け継がれてきた手すき

和紙『細川紙』の技術にふれ、自然の豊さに

癒されてください！

★ご予約・お問合せはこちらまで↓


